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Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。
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正解のない問いを追求する

▷スポーツや健康をはじめとして、現代社会には

さまざまな問題が横たわっている。これまでの学

習と違い、明確な正解や解法のないことにとまど

う学生もいることだろう。技術の進歩で社会が

豊かになる一方で、今までの知識や経験では解

決することができない問題が数多く表れてきた。

その解決のためにはAI（人工知能）や情報・デー

タなどの活用も不可欠だ。

▷日体大は研究活動のさらなる充実を図り、これ

らの課題解決に果敢に挑んでいく。それが、建

学の精神の具現化につながる。そして、一人ひ

とりの学生においてもこれらの課題に真摯に向き

合うことが求められる。それは、各自の夢や目標

となり、正解のないことは同じだ。

▷活躍するOB・OGの記事では、高い志を抱き、

挑戦を続ける各氏を紹介した。夢や目標は正解

がないのと同時に、ここまでやればよいという限

界もない。学業・研究や競技を通じて、理想と

する解を妥協せず追い求めていきたい。
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体操競技は日本の、そして日体大の花形競技の一つ

である。

オリンピックの歴史を紐解けば、ロサンゼルス大会

（1932年）における、体操競技・団体総合5位の佐々野

利彦・武田義孝から日体大の入賞が始まる。ヘルシンキ

大会（1952年）では上迫忠夫、竹本正男が、メルボルン

大会（1956年）では相原信行、竹本正男、河野昭がメダ

ルを獲得する。さらに東京大会（1964年）までに、前述

の各氏に加えて鶴見修治、山下（松田）治廣、女子の田中

（池田）敬子、虻川（千葉）吟子、白須（相原）俊子といっ

た錚々たる選手たちが活躍し、確固たる地位を築く。

さらに、監物永三、塚原光男、具志堅幸司らにメダル

獲得の責務は引き継がれた。平成では、中瀬卓也、沖

口誠、内村航平、山室光史、白井健三らの活躍が記憶

に新しい。あまりにも多くのメダリスト・入賞者を輩出し

ており、すべての選手を記すことができないことをご容赦

いただきたい。

日体大の前身に「日本体育会」「日本体育会体操練習

所」がある。「體育富強之基」の建学の精神のもと、国

民体育の振興を使命として体育教員養成に着手した。体

操（徒手、器械体操）は学校体育にも浸透している。そし

て、技の難易度・美しさ・安定性などを追求して、ます

ます進化を遂げていく。

日体大の体操競技におけるDNAとは何だろう。それを

短い記事で記すことは到底できない。しかし、あえて一

つ挙げるなら「チームワーク」ではないだろうか。体操

競技は一般に個人競技と捉えられるが、実は違うと言う。

メダリストの一人は、切磋琢磨し合う環境など、「一人で

はできないこともチームならできることが多くある」と話

す。さらに「日体大のチームワークは、どの大学にも負

けない」と誇る。

体操は日本人の特徴や感性にきわめてマッチした競技

と言えるだろう。令和の時代に相応しい新しい才能・演

技が楽しみだ。

日
体
大
と
体
操
競
技

オリンピック　ローマ大会（1960年）器械体操選手（男子・女子） 具志堅学長の競技写真

  S toryNit ta i
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研
究
活
動
の
基
本
方
針
・
基
本
計
画
と
は

　

日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針

と
は
、
建
学
の
精
神
に
則
り
、「
体
育
・
身
体
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な
社
会
・
人
づ
く
り

の
実
現
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本

体
育
大
学
及
び
日
本
体
育
大
学
大
学
院
の
研
究
活
動

の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

総
合
的
な
学
術
研
究（
以
下
、「
研
究
活
動
」
と
い
う
。）

の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
研
究
活
動

に
係
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
学
的
に
目
指
す
具
体
的
な

方
向
性
と
な
る
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

  

研
究
活
動
基
本
計
画

  

（
2
0
1
8
ー

2
0
2
2
）策
定
の
経
緯

　

第
１
期
研
究
活
動
基
本
計
画
は
、
2
0
0
9
（
平

成
21
）
年
度
に
策
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
10
年
の
歳
月
が

経
っ
た
。
こ
の
間
、
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
度
か
ら
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
本
格
的
に
稼

働
し
始
め
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）や
文

部
科
学
省
か
ら
の
委
託
事
業
な
ど
の
外
部
資
金
を
積

極
的
に
獲
得
す
る
な
ど
、
研
究
推
進
業
務
の
成
果
及

び
実
績
を
残
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
１
期
研
究
活

動
基
本
計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
る
計
画
で
未
着
手
の

も
の
も
残
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
研
究
活
動
基
本
計
画

（
２
０
１
８–

２
０
２
２
）
が
策
定
さ
れ
た
。
本
年
度

の
建
学
の
精
神
の
解
釈
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
改
訂
に
伴
い
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、「
日
本
体

育
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン 

２
０
１
８–

２
０
２
２

（
中
期
目
標
・
計
画
）『
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な
社
会
・
人
づ
く
り
の
実

現
』に
向
け
て
」に
お
け
る
研
究
基
盤
の
整
備
と
共
に
、

身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
の
総
合
大
学
に
相
応
し

い
、
全
体
を
考
慮
し
た
研
究
活
動
基
本
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究

目
標
は
、「
真
摯
な
基
礎
研
究
と
課
題
解
決
に
向
け

た
実
践
的
研
究
を
高
い
水
準
で
展
開
し
、
各
専
門
分

野
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
際
的
研
究
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
。

と
り
わ
け
、
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践

か
ら
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
人
文
科
学
・
社
会

科
学
・
自
然
科
学
の
諸
分
野
か
ら
統
合
的
に
分
析
・

検
討
を
加
え
、
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
や
解
決
法
を

実
践
現
場
に
還
元
す
る
双
方
向
的
研
究
活
動
を
推
進

す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
活
動
基
本
計
画
は
、
中
期
的
及

び
総
合
的
な
視
点
か
ら
本
学
が
目
指
す
研
究
活
動
の

具
体
的
な
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
本

学
の
研
究
機
能
を
有
す
る
各
研
究
拠
点
に
お
け
る
施

策
を
具
体
的
に
進
め
る
上
で
の
指
針
と
す
る
。
ま
た
、

各
研
究
所
に
お
い
て
は
、
本
計
画
で
示
す
基
本
的
な

研
究
活
動
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
各
研
究
所
の
役
割

に
応
じ
、
そ
の
事
業
展
開
の
強
化
を
積
極
的
に
図
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
先
に
述
べ
た
通
り
本

学
は
現
在
、「
日
本
体
育
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
１
８–

２
０
２
２
（
中
期
目
標
・
計
画
）」
に
お

け
る
研
究
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の

構
想
案
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
改
組
を
具
現
化
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
新
た
な
稼
働
に
お
い
て
、
研
究
活

動
基
本
計
画
の
主
体
を
セ
ン
タ
ー
が
即
時
機
能
す
る

よ
う
な
、
合
理
的
な
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

身体に纏わる文化と科 学の総合大学として、
 研究活動のさらなる充実を

  ～ 日 本 体 育 大 学 に お け る 研 究  活 動 の 基 本 方 針 ・ 基 本 計 画 ～

昨年度、本学の「建学の精神」の現代的解釈、「ミッション」「ビジョン」が改訂された。

これにあわせて、５ヵ年計画の中期目標・計画としてのグランドデザイン

『日本体育大学グランドデザイン2018－2022～「体育・身体活動・スポーツを通じた健康で豊かな社会・人づくりの実現」に向けて～』が

提示され、その中で「研究基盤の整備」が謳われている。

こうした取り組みにあわせて、本学の「研究活動の基本方針・基本計画」も見直しが進められ、

今年度より新たな方針・計画のもとに研究活動が展開されることとなった。

この特集では、本学のこれからの研究活動の方向性や在り方について紹介する。

その意義を深く理解し、研究や学習、諸活動の充実に努めていきたい。
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総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・

  

各
研
究
所
の
展
開

　

研
究
活
動
基
本
計
画
を
担
う
拠
点
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
。
体
育
研
究
所
に
加
え
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
文
化
研
究
所
、
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
研
究
所
が
設

立
さ
れ
た
。
各
研
究
所
で
は
、
社
会
の
要
請
を
踏
ま

え
て
、
継
続
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
研

究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
体
育
研
究
所
】

　

①
健
康
に
関
す
る
生
理
・
生
科
学
的
基
礎
研
究

　

②
子
ど
も
の
か
ら
だ
に
関
す
る
研
究

　

③
中
高
年
の
健
康
寿
命
延
伸
に
関
す
る
研
究

　

④
女
性
の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
研
究

　

⑤
競
技
力
向
上
の
た
め
の
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
研
究

【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
】

　

①
日
体
大
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
わ
り

　

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
危
機
と
持
続
可
能
性

　

③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
芸
術
文
化

　

④
猪
谷
文
庫
の
整
理
と
文
献
の
読
解

　

⑤
日
本
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
致

【
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
研
究
所
】

　

①
学
校
部
活
動
に
お
け
る
重
大
事
故
事
例
と
そ
の

対
応
に
関
す
る
研
究

　

②
教
員
養
成
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究

　

③
コ
ー
チ
養
成
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
の
在

り
方
に
関
す
る
研
究

　

④
ス
ポ
ー
ツ
と
リ
ス
ク
に
関
す
る
文
化
論
的
研
究

　

こ
れ
ら
の
研
究
所
を
支
援
・
推
進
す
る
の
が
総
合

ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
時
に
各
研

究
所
の
有
機
的
連
携
を
可
能
に
し
て
い
る
。

   

研
究
活
動
の
展
望

　

研
究
所
の
充
実
に
よ
り
本
学
の
研
究
が
い
っ
そ

う
多
岐
に
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
前
後
し

て
、
科
研
費
の
採
択
が
こ
こ
数
年
増
加
し
て
い
る
。

２
０
１
７
年
度
の
科
研
費
で
は
新
規
採
択
件
数
が
21

件
あ
り
、
毎
年
公
表
さ
れ
る
研
究
機
関
別
採
択
率
上

位
30
機
関
の
う
ち
、
27
位
と
な
っ
た
。
２
０
１
９
年

度
は
新
規
・
継
続
を
あ
わ
せ
37
件
の
研
究
が
進
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
は
、
研
究
に
対
す
る
真
摯
な
取
り
組
み
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、研
究
の
テ
ー
マ
が
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
支
援
・
推

進
が
功
を
奏
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

科
研
費
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
の
委
託
事
業
も

同
様
に
増
加
し
、
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い

る
。
特
に
多
い
案
件
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
の
も
の
で
、

そ
の
ほ
か
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー（
J
S
C
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
側
面
も
あ
り
、

2
0
2
0
年
以
降
こ
れ
ら
の
研
究
の
レ
ガ
シ
ー
を
ど

う
活
か
す
か
も
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
単
年
度
で
は

な
く
複
数
年
に
ま
た
が
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
タ
イ
プ

の
採
択
も
期
待
さ
れ
る
。

［コラム］科研費とは

科研費（科学研究費補助金/学術研究助成基金

助成金）は全国の大学・研究機関において展開

される研究活動に必要な資金を研究者に助成

する仕組みの一つで、人文学・社会科学から

自然科学までの全ての分野にわたり、 基礎から

応用までのあらゆる独創的・先駆的な「学術

研究」を対象としている。科研費制度では、研

究者から応募された研究計画について厳正な

審査を経て採択を決定し、研究費が助成される

ことになる。（日本学術振興会資料より）

身体に纏わる文化と科 学の総合大学として、
 研究活動のさらなる充実を

  ～ 日 本 体 育 大 学 に お け る 研 究  活 動 の 基 本 方 針 ・ 基 本 計 画 ～

研究活動の基本方針・基本計画Special Contents 

column
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日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針
【
活
動
方
針
】

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
研
究
活
動
の
基
本
方
針
・
基
本
計
画
は
、
す
べ
て
建
学
の
精
神
に
紐
づ
く
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
研
究
活
動
は
す
べ
て
建
学
の
精
神
を
具
現
化
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

専
攻
分
野
、
ア
ス
リ
ー
ト
・
指
導
者
・
一
般
学
生
の
立
場
を
問
わ
ず
、
研
究
に
貢
献
で
き
る
分
野
は
幅
広
い
。
こ
こ
に
、
日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針
の
う
ち
、
活
動
方
針（
研
究
の
方
向
及
び
成
果
等
に
関
す
る

活
動
方
針
）の
一
部
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
そ
の
趣
旨
を
共
有
し
た
い
。

日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針（
抜
粋
）

研
究
の
方
向
及
び
成
果
等
に
関
す
る
活
動
方
針

（
１
）目
指
す
べ
き
研
究
の
方
向
に
関
す
る
こ
と

 

「
身
体
に
纏
わ
る
文
化
と
科
学
」
の
総
合
大
学
と
し
て
、

か
か
る
分
野
に
お
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
拠
点

の
形
成
を
目
指
す
。

ア 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
を
推
進

し
、
新
た
な
コ
ー
チ
ン
グ
学
の
確
立
を
目
指
す
と
と

も
に
、
優
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
と
国
際
競
技
力

の
向
上
に
貢
献
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
現
場
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
情
報
と

技
術
を
多
く
の
実
践
例
に
基
づ
き
体
系
的
に
整
理
・
分

析
・
検
証
し
、
新
た
な
コ
ー
チ
ン
グ
の
在
り
方（
コ
ー
チ

像
）を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、「
日
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」（N

ittaidai Athlete Support 

System
:N

ASS

）の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
高
度
な
国

際
競
技
力
を
有
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成（
コ
ー
チ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
）を
推
進
す
る
。

  イ 

身
体
及
び
体
育
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
及
び
実
践
的
研
究
に
真
摯
に
取
り
組
む
。 

競
技
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
各
専
門
分
野

の
研
究
を
通
じ
て
、
収
集
・
分
析
・
検
証
し
、
得
ら
れ

た
知
見
を
「
日
体
大
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」 

（N
ittaidai Athlete Support System

:N
ASS

）の
取

組（
医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
）を
介
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

践
現
場
に
効
果
的
に
提
供
す
る
。 

 

ウ 

健
康
、
医
療
分
野
の
融
合
に
よ
る
高
度
な
研
究

を
推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く

り
や
適
切
な
疾
病 

の
予
防（
治
療
）、
回
復
た
め
の

具
体
的
方
策
を
検
証
す
る
。 

健
康
科
学
、
医
学
医
療
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
習
慣
や

社
会
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、
全
て
の
人
々
が
健
康
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
健
康

寿
命
の
延
伸
や
健
康
格
差
の
縮
小
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
・
重
症
化
予
防
、
さ
ら
に
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
機
能
の
維
持
・
向
上
等
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
解
決
・
改
善
策
を
実
証
す
る
。 

 

エ 

身
体（
か
ら
だ
）と
心
の
発
達
に
つ
い
て
多
角
的
に

捉
え
、人
間（
生
命
）の
尊
厳
を
考
究
す
る
と
と
も
に
、

健
全
な
身
体
形
成
及
び
身
体
観
・
ス
ポ
ー
ツ
観
の
醸

成
に
寄
与
す
る
。 

教
育
と
福
祉
の
融
合
に
よ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
や
児
童

虐
待
な
ど
子
育
て
支
援
に
関
す
る
問
題
や
、
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
学
校
現
場
に
関
わ
る
問
題
、
さ
ら
に
は
、

高
齢
者
の
地
域
支
援
の
問
題
な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え

る
多
様
で
複
雑
な
諸
課
題
を
解
決
し
、
全
て
の
人
々
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
在
り
方
を
提
示
す
る
と
と
も

に
、
健
や
か
に
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
心
身
の
調
和

の
と
れ
た
発
達
に
つ
い
て
、
理
論
的
・
実
証
的
研
究
を

展
開
す
る
。 

 

オ 

体
育
ス
ポ
ー
ツ
学
、
教
育
学
、
保
健
医
療
学
の

各
分
野
に
通
底
す
る
人
文
科
学
・
社
会
科
学
・
自

然
科
学
の
幅
広
い
教
養
と
そ
の
教
育
実
践
に
つ
い
て

究
明
す
る
。 

幅
広
い
視
野（
学
問
分
野
）か
ら
、
人
間
の
営
み
、
社
会

の
在
り
方（
多
文
化
共
生
）に
関
す
る
様
々
な
研
究
を
推

進
し
、
現
代
社
会
、
と
り
わ
け
「
身
体
」「
生
命
」「
ス

ポ
ー
ツ
」
な
ど
に
関
わ
る
多
く
の
問
題
や
課
題
の
適
切
な

解
決
方
法
を
見
出
す
。 

 （
２
）成
果
の
還
元
等
に
関
す
る
こ
と

ア 

体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る
機

会
を
提
供
し
、
自
己
と
他
者
の
相
互
尊
重
、
共
同

体
意
識
の
醸
成
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
創
生

に
寄
与
す
る
。 

社
会
貢
献
推
進
機
構
の
公
開
講
座
と
し
て
、
大
学
施
設

を
積
極
的
に
開
放
し
、
誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
あ
わ
せ
て
、こ
の
取
組
を
通
じ
て
、

全
て
の
人
々
の
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
画

（
実
施
）率
を
向
上
さ
せ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形

成
を
促
進
す
る
。 

 
イ 

体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
が
人
間
の
心
身

の
諸
能
力
の
維
持
、
向
上
等
に
及
ぼ
す
効
果
を
検

証
し
、
健
康
で
豊
か
な
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

に
資
す
る
。 

体
育
研
究
所
、
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
研
究
所
を
中
心
に
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
ス
ポ
ー
ツ
事
故
等
に
関
す
る
研
究

成
果
を
発
信
し
、
健
康
の
保
持
増
進
、
リ
ス
ク
管
理（
安

全
確
保
）に
向
け
た
支
援
・
啓
発
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
、

こ
れ
ら
の
取
組
か
ら
、
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
た
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。 

 

ウ 

体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
多
様
な
機

能
を
広
く
活
用
し
て
、
国
際
協
力
、
国
際
理
解
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
際
平
和
の
実
現
に
貢
献
す

る
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
を
拠
点
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
崇
高
な

理
念
を
継
承
し
、
そ
の
精
神
を
セ
ミ
ナ
ー
や
機
関
誌
等

を
通
じ
て
広
く
学
内
外
に
発
信（
普
及
）す
る
。
あ
わ
せ

て
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー

ツ
の
文
化
的
価
値
を
共
有
し
、
国
際
協
調（
世
界
平
和
）

の
一
翼
を
担
う
。 

 

エ 

高
度
な
国
際
競
技
力
及
び
指
導
力
を
有
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
、
コ
ー
チ
を
育
成
し
、
そ
の
活
躍
を
通
じ

て
国
民
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
を
支
え
る
好
循
環
を
創
出
す
る
。

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
、
学
友
会
を
通
じ
て
、

コ
ー
チ（
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）、
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
を

支
援
し
、
そ
の
指
導
力
・
競
技
力
を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
か
ら
、
体

育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
高
潔
性
や
そ
の
倫
理
的

価
値
を
促
進
す
る
。
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平成31（令和元）年度科学研究費助成事業【科研費】交付内定一覧
【新規課題】

№ 氏　名 所  属 職　名 種　目 研究課題名 研究期間

1  野井  真吾  体育学部  教授  挑戦的研究（萌芽） 子どもの生体リズム改善を目指す教室座席のあり方の提案  3年（H31-33）

2  菊池  直樹  体育学部  准教授  基盤研究（C） レジスタンス運動前後の遺伝子プロファイルからトレーニング効果を予測する  3年（H31-33）

3  後藤　彰  スポーツ文化学部  教授  基盤研究（C） 生徒の視点に立った中学校の運動部活動の在り方に関する研究  3年（H31-33）

4  金田  英子  スポーツ文化学部  教授  基盤研究（C） 在日外国人結核患者の療養支援マニュアルの作成  4年（H31-34）

5  岡本  美和子  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） 養育者のメンタルヘルス改善を軸とした乳幼児揺さぶられ症候群予防プログラムの開発  4年（H31-34）

6  金子  嘉秀  児童スポーツ教育学部  助教  若手研究 保育環境下における低年齢幼児のソーシャルスキル獲得過程解明と支援モデルの構築  4年（H31-34）

7  雲財　寛  児童スポーツ教育学部  助教  若手研究 理科における非認知能力に着目した理論的・実践的研究  3年（H31-33）

8  鈴木  健介  保健医療学部  准教授  若手研究 養護教諭が行う緊急度評価の検証とシミュレーション教育の開発  3年（H31-33）

9  上野  弘聖  体育科学研究科  大学院生  特別研究員奨励費 ランニング障害発生に関与する筋・腱・骨・関節における形態学的特徴の解明  3年（H31-33）

【継続課題】

№ 氏名 職名 所属 課題番号 種目 研究課題名

1  野井  真吾  体育学部  教授  基盤研究（B） 子どものメラトニン分泌パタン改善に直結するシンプル・ストラテジーの提案と実践検証  4年（H29-32）

2  小林  正利  体育学部  教授  基盤研究（C） 3D微細構造解析による損傷筋組織間質細胞相互機能の解明  3年（H30-32）

3  舟橋　厚  体育学部  教授  基盤研究（C） 表情識別インタフェースによる自閉症児の共感性の定量的検討  5年（H30-34）

4  関根  正美  体育学部  教授  基盤研究（C） オリンピックの臨床哲学：人間学的価値からの持続可能なオリンピックに向けて  3年（H29-31）

5  北島  洋美  体育学部  教授  挑戦的研究（萌芽） 高齢期におけるセクシャル・マイノリティの介護・福祉サービス利用に関する課題の解明  3年（H29-31）

6  黄　仁官  体育学部  准教授  基盤研究（C） 女性アスリートのトレーナビリティに関する研究－三主徴の原因究明を狙いとして－  3年（H29-31）

7  岡田　隆  体育学部  准教授  基盤研究（C） 筋力トレーニングにおける最大反復回数の実施はトレーニング効果を最大化するか？  3年（H29-31）

8  市川　純  体育学部  准教授  若手研究（B） イギリス・ロマン主義文学におけるペルー表象  3年（H29-31）

9  鹿野  晶子  体育学部  准教授  若手研究 養護教諭が心配する子どもの非認知能力の育ちとその成育・生活背景の実態解明  4年（H30-33）

10  田村  優樹  体育学部  助教  若手研究（A） 温熱刺激がNrf2を活性化する新規機構の解明：がん性悪液質への温熱療法を見据えて  3年（H29-31）

11  岡出  美則  スポーツ文化学部  教授  基盤研究（B） 学校ベースの教師教育プログラム開発を通した協同学習モデルの効果検証  3年（H30-32）

12  石井  隆憲  スポーツマネジメント学部  教授  基盤研究（C） 現象学的スポーツ人類学研究の開発  4年（H29-32）

13  日比野  幹生  スポーツマネジメント学部  教授  基盤研究（C） エリートスポーツ政策ネットワークの変容：オリンピックサイクルごとの比較から  3年（H29-31）

14  依田  充代  スポーツマネジメント学部  教授  若手研究 スポーツ規範意識がドーピング意識に与える影響に関する社会学的研究  3年（H30-32）

15  池野  範男  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（A） 学校シティズンシップ教育の社会的教育効果の国際比較調査研究  5年（H29-33）

16  猪瀬  武則  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（B） 18歳選挙権時代の政策決定能力を育成するAL志向の経済教育プログラム開発  3年（H29-31）

17  須永  美歌子  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） 月経異常が女性アスリートの運動時内分泌応答およびトレーナビリティに及ぼす影響  3年（H29-31）

18  島田　功  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） 価値多元化社会のための社会的価値観の重視と算数の力の育成に関する理論的実践的研究  3年（H29-31）

19  奥村  高明  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） 美術教育における学力分析～ルーブリックを用いた観賞学習の効果測定～  3年（H29-31）

20  今關  豊一  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） ボール運動領域・ゴール型、保健領域・運動と健康における縦断的・追跡的研究  3年（H29-31）

21  若尾  良徳  児童スポーツ教育学部  教授  基盤研究（C） 保育職のキャリア形成と結婚・家族形成のライフコース経路とその促進・阻害要因  5年（H27-31）

22  稲田  結美  児童スポーツ教育学部  准教授  基盤研究（C） 女子の理系能力の伸長および理系進路選択の促進を指向する方策開発に関する研究  4年（H30-33）

23  中里  浩一  保健医療学部  教授  基盤研究（B） 伸張性収縮後の筋肉痛・筋力低下の神経科学的研究  3年（H29-31）

24  平沼  憲治  保健医療学部  教授  基盤研究（C） ランニング動作が腰椎椎間板変性に及ぼす影響  5年（H30-34）

25  松田  康宏  保健医療学部  助教  挑戦的研究（萌芽） 光計測で構築する手技療法のエビデンス：脳・筋血流同時診断技術への挑戦  3年（H29-31）

26  秋山  庵然  保健医療学部  研究員  挑戦的研究（萌芽） 災害場面別英語対応視聴覚教材の開発  3年（H29-31）

27  鴻崎  香里奈  体育研究所  助教  研究活動スタート支援 ケトン食は加齢性骨格筋機能低下に対する新規介入方法となりうるか  2年（H30-31）

28  田中　良  体育科学研究科  大学院生  特別研究員奨励費 子どもの疲労軽減を目指した持続可能な実践の学校現場への提案  2年（H30-31）

平成31（令和元）年度スポーツ庁等委託事業一覧

No. 事業名 事業責任者 特別研究員 備考

1  スポーツ・アカデミー形成支援事業  伊藤  雅充  佐良土  茂樹  平成26年度からの継続

2  オリンピック・パラリンピックムーブメント全国展開事業  関根  正美  乳井  勇二、秋和  真澄、大河原  裕迪  平成28年度からの継続

3  ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設活用事業（近代五種）  関　芽  平成29年度からの継続

4  戦略的二国間スポーツ国際貢献事業（パラリンピック参加国・地域拡大支援）  山口  和之  兼本  智仁、森 心、矢崎  シャーリー夏  平成29年度からの継続

5  ハイパフォーマンスセンターの基盤整備  杉田  正明  橋本 峻、河村  亜希  平成29年度からの継続   JSCからの再委託

6
 女性アスリートの育成・支援プロジェクト
 「女性アスリートの戦略的強化・支援プログラム（女性エリートコーチ育成
 プログラム　女性コーチ向けのコーチング知識・スキル取得プログラム）」

 笠井  里津子  平成30年度からの継続  JSCからの再委託

7  戦略的二国間スポーツ国際貢献事業
 （ウガンダ共和国における小学校教員向け体育指導資料策定支援）」  白旗  和也  山口  真緒  平成30年度からの継続  JSCからの再委託

8  女性アスリートの育成・支援プロジェクト
 「女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究」  須永  美歌子  新規事業

9 2019年度学校における体育・スポーツ資質向上等推進事業 岡出  美則 　新規事業

研究活動の基本方針・基本計画Special Contents 
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―
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
性
格
・
位

置
づ
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
1
9
9
6
年
に

発
表
し
た
将
来
構
想
「
F
u（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
）21
ビ
ジ
ョ
ン
」、
21
世
紀
創
造
型
大
学
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
「
21
世
紀
型
の
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
新
し
い
価
値
を
発
信
し
ま
す
」
と
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
1
1
年
に
設
置
準
備
室

が
開
設
さ
れ
、
2
0
1
2
年
に
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て
始
動
、
そ
し
て
2
0
1
3
年

か
ら
正
式
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
日
体
大
の
研
究
活
動

の
中
心
を
担
う
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役
割

は
、
体
育
研
究
所
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究

所
、
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
研
究
所
を
は
じ
め
と
し
た
研

究
所
の
支
援
と
研
究
の
推
進
で
す
。
現
在
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
注
力
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、

外
部
資
金
獲
得
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
主
に

本
学
の
研
究
が
科
研
費
に
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

―
日
体
大
の
研
究
に
お
け
る
優
位
性
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

日
体
大
が
研
究
す
る
テ
ー
マ
は
「
身
体
に
纏
わ
る
」
こ

と
で
あ
り
、
非
常
に
広
範
囲
に
渡
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
子
ど
も
た
ち
が
毎
日

学
校
に
通
学
す
る
こ
と
は
、
身
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
、
子
ど
も
の
成
長
や
学
習
に
ど
う
関
連
す
る
か

な
ど
の
テ
ー
マ
も
日
体
大
が
行
う
研
究
と
い
え
ま
す
。

　

特
に
今
後
A
I
が
発
展
し
て
く
る
と
身
体
活
動
が
ど

ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
身
体

活
動
に
関
す
る
研
究
は
よ
り
重
要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
の
危
機
感
と
も
マ
ッ
チ
し

て
い
る
よ
う
で
、
科
研
費
以
外
に
も
毎
年
多
く
の
民
間
企

業
と
の
共
同
研
究
や
民
間
企
業
か
ら
の
受
託
研
究
も
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
テ
ー
マ
が
広
い
だ
け
で
な
く
、
ど
の
分
野
に

関
し
て
も
研
究
者
の
先
生
方
が
深
く
追
求
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
先

生
方
と
お
話
し
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
毎
日
が
学
会
の
よ

う
な
深
い
議
論
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
研
究
で
立
て
た
仮
説

総合スポーツ科学研究センターは、日体大の研究活動の中心的な役割を担っている。日体大の非常に高いポテンシャルをリードし、高度かつ実
践的な研究や社会還元につなげていくことを目指す。野井真吾センター長に取り組みの現状や展望を聞いた。

日体大の最高の環境を活かし
「身体に纏わる」多様な研究を展開する

野井  真吾 教授
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や
理
論
を
実
践
で
検
証
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
基
礎
、

応
用
、
汎
用
と
す
べ
て
が
一
元
的
に
可
能
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
の
研
究
は
本
学
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
優

位
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
事
実
、

現
在
も
ス
ポ
ー
ツ
庁
等
か
ら
の
委
託
事
業
が
９
件
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
日
体
大
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
研
究
を

し
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

―
特
徴
的
な
研
究
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

　

日
体
大
で
は
優
位
な
点
を
活
か
し
、
多
く
の
研
究
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
科
研
費
の
基
盤
研
究（
A
）が

1
件
、
基
盤
研
究（
B
）で
現
在
進
行
し
て
い
る
研
究
が

４
件
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年
科
研
費
の
採
択
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
は
先
に
お
伝
え
し
た
通
り
で
す
。
そ
の
背
景
に

は
科
研
費
に
い
か
に
採
択
さ
れ
る
か
、
実
践
的
な
講
習
会

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
成
果
を
上
げ
た
結
果
だ

と
言
え
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
若
手
研
究
者
が
多
く

の
科
研
費
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な

若
手
の
研
究
者
を
学
内
外
か
ら
呼
び
、
講
演
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
本
学
の
若
手
研
究
者
も

自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
キ
ャ
リ
ア
の
人
が
獲
得
し
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま

す
し
、
研
究
に
関
わ
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
や
視
点
で
は
対
応
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
手
法
は

非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
そ
れ
で
は
、
学
部
生
、
大
学
院
生
、
そ
し

て
教
職
員
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
学
部
で

あ
っ
て
も
、
ど
の
研
究
科
、
研
究
室
で
あ
っ
て
も
門
戸
を

開
い
て
い
ま
す
。
日
体
大
の
研
究
活
動
全
般
を
支
援
し
ま

す
。
研
究
と
い
う
と
大
学
院
以
上
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
学
部
生
で
も
研
究
を
し
た
い
と
い
う
強
い

意
志
が
あ
れ
ば
本
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
の
研
究
で
は
、
研
究
対
象
が
ヒ
ト
で
あ
る
場
合

が
多
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
研
究
倫
理
審
査
の
支
援
は
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
す
が
、
審
査
の

支
援
を
し
た
研
究
が
、
こ
こ
6
年
間
に
約
3
倍
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
研
究
倫
理
審
査
を
必
要
と
し
な
い
研
究
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
上
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

な
り
、
い
か
に
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
を
す
る
若
手
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
と
し
て
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー（
R
F
）の
登
用
と
育

成
に
も
注
力
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
若

手
研
究
者
の
助
教
を
研
究
に
特
化
し
て
も
ら
う
R
F
と

し
て
登
用
す
る
制
度
で
す
。
授
業
を
担
当
す
る
場
合
は
コ

マ
数
の
上
限
を
設
定
し
、
多
く
の
時
間
を
研
究
に
専
念
で

き
る
環
境
に
し
ま
す
。
今
後
、R
F
た
ち
が
研
究
を
進
め
、

そ
の
後
の
日
体
大
の
研
究
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

―
最
後
に
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
研
究
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
よ
り
よ
り
よ
い
環
境
へ
と
改
善
し
て

い
く
こ
と
は
最
重
要
課
題
で
す
。
さ
ら
に
現
在
活
況
を

呈
し
て
い
る
研
究
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
で

す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
大
会
に
向
け
て
追
い
風
が
吹

き
続
け
る
こ
と
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
同
様
に

2
0
2
0
年
以
降
、
今
後
の
研
究
に
ど
う
活
か
す
か
、

継
承
す
る
か
が
課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
学
内
の
連
携
も
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要
で
す
。

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
コ
ー
チ
ン
グ
エ
ク
セ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
有
す
る
２
０
１
７
年
に
発
足
し
た
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト（N

SSU
 Athletic D

epartm
ent :   

A　
D
）が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
と 

A　
D
と
の
連
携
は
模
索
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
う
ま
く
連
動
し
て
い
け
ば
、
研
究
に
関
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
最
高
の
現
場
と
理
論
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割

を
担
う
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
学
内
の
各
組
織
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
学
外
と
の
有
機
的
な
融
合
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

客
観
的
に
み
て
も
日
体
大
は
非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
潜
在
力
を
顕
在
化

さ
せ
、
も
っ
と
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
日
本
体
育
大
学
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

野井真吾（のい  しんご）

総合スポーツ科学研究センター長。体

育学部健康学科教授。日本体育大学大

学院体育科学研究科博士後期課程修了

／博士（体育科学）。専門領域は、学

校保健、教育生理学、発育発達、体

育学。子どものからだ、子どもの体力、

子どもの健康などをテーマに研究を続

ける。

研究活動の基本方針・基本計画Special Contents 
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常
に
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
き
た
。
日
本
一を
目
標
に
プ
レ
ー
し
た
選
手
時
代
を
経
て
、

い
ま
国
際
審
判
員
と
し
て
、
世
界
の
舞
台
で
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
く
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
ス
ピ
ー
ド
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
パ
ワ
ー
な
ど
球
技
す
べ
て
の
魅
力
を
兼
ね
備
え
た
競
技
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
激
し
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
動
き
を
レ
フ
リ
ー

（
審
判
）が
ペ
ア
で
追
う
。
日
本
で
3
ペ
ア（
6
名
）し
か
い
な
い
国
際
審
判
員
の
一
人
が
O
B
の
田
渕
さ
ん
だ
。
選
手
時
代
、
そ
し
て
レ
フ
リ
ー
の
道
を
選
ん
で
か
ら
も
、
高

み
を
目
指
し
て
ひ
た
む
き
に
努
力
を
続
け
て
き
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、レ
フ
リ
ー
も
現
職
の
ヤ
マ
ト
運
輸
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
も
試
合
や
社
会
を
陰
で
支
え
る「
裏

方
」
の
立
場
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
選
手
・
役
員
や
お
客
様
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
が
な
に
よ
り
の
活
力
に
な
る
。

日
本
一
を
目
指
し
て
日
体
大
へ

選
手
と
レ
フ
リ
ー
の
は
ざ
ま
で

　

私
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
日
本
一
に
な
る
た
め
に
日
体

大
に
入
学
し
ま
し
た
。
高
校
で
は
日
本
一
の
夢
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
頃
、
日
体
大
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
日
本
一
に
最
も
近
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
た
中
学
時
代
か
ら
日
体
大
は
意
識

し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
３
年
生
に
な
っ
て
日
体
大
出
身

だ
っ
た
恩
師
の
影
響
も
あ
り
、
入
学
を
強
く
希
望
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
３
年
生
と
４
年
生
の
と
き
、
日
体
大

は
日
本
一
に
輝
き
ま
す
。
私
も
そ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
日
体
大
入
学
後
に
レ
フ
リ
ー

に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
選
手
と
レ
フ
リ
ー
の
二
刀
流

の
は
ざ
ま
で
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。

　

レ
フ
リ
ー
を
始
め
た
の
は
１
学
年
の
上
の
先
輩
の
誘
い

が
き
っ
か
け
で
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
レ
フ
リ
ー
は
２
人

１
組
で
担
当
し
ま
す
。「
お
前
も
や
れ
」
と
、
半
ば
強
制

的
で
し
た（
笑
）。
寮
生
活
で
１
年
生
と
し
て
の
仕
事
を

終
え
た
後
、
先
輩
の
部
屋
に
呼
ば
れ
て
、
映
像
を
ず
っ
と

見
て
研
究
し
ま
し
た
。
練
習
が
休
み
の
日
も
先
輩
に
付
い

て
行
っ
て
大
会
で
レ
フ
リ
ー
の
勉
強
で
す
。
た
だ
、
気
持

ち
の
中
で
は
選
手
に
重
き
を
置
い
て
い
た
い
と
い
う
こ
わ

だ
り
は
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
４
年
生
の
と
き
の
イ
ン
カ
レ
は
、
実
は
私
は
レ
フ

リ
ー
と
し
て
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
「
最
後

ま
で
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
キ
ャ

プ
テ
ン
に
直
訴
し
ま
し
た
。
レ
フ
リ
ー
を
断
っ
て
、
た
と

え
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
な
く
て
も
い
い
か
ら
行
動
を
と
も
に

し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
が
先
生
に
話
し

を
し
て
く
れ
、「
そ
こ
ま
で
の
気
持
ち
が
あ
る
な
ら
」
と

私
の
希
望
は
叶
い
ま
し
た
。
２
回
戦
の
福
岡
大
学
戦
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
学
生
時
代
の
一
番
の
思

い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
松
井
幸
嗣
先
生（
体
育
学
科
教
授
・
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
男
子
監
督
）に
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私

の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
大
所
帯
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
部
員
一
人
ひ
と
り
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
大
学
卒
業
後
も
同
じ
で
し
た
。
で
す

か
ら
、恥
ず
か
し
い
姿
は
見
せ
ら
れ
な
い
と
、ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
精
進
で
き
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

BO公益財団法人　日本ハンドボール協会 国際審判員
ヤマト運輸株式会社

田渕  元雄 氏

活 躍 す る

I N T E R V I E W
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卒
業
後
、
私
は
教
員
や
指
導
者
を
経
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
レ
フ
リ
ー
に
専
念
で
き
る
最
も
適
し
た
環
境
と
し
て

現
在
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
実
は
配
達
区
域
の
中
に

横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
も
入
っ
て
お
り
、
仕
事
で
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
研
究
室
に
伺
う
と
き
は
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

担
当
区
域
に
は
温
か
い
方
が
多
く
、「
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
く
と
、
次
の
配
達
の
励
み
に
な
り

ま
す
。

　

レ
フ
リ
ー
も
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、「
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
や
時
間
通
り
に
、
正
確
に
仕
事
が
で
き
て
あ
た

り
ま
え
」
と
い
う
厳
し
さ
は
同
じ
で
す
。
繁
忙
期
な
ど
で

気
持
ち
が
焦
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
も
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
落
ち
着
い
て
や

る
こ
と
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
の
仕
事
で
も
同
じ
本
質
的
な
こ

と
で
す
。

レ
フ
リ
ー
の
面
白
さ
に
目
覚
め

国
際
審
判
員
に

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
卒
業
を
控
え
、
レ
フ
リ
ー
は
大
学

の
４
年
間
で
区
切
り
を
付
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
引
退
後
の
12
月
に
中
学
生
の
ジ
ャ
パ
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ（
J
O
C
）の
レ
フ
リ
ー
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
幸
運
に
も
決
勝
戦
ま
で

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
本
格
的
に
や
っ
て

み
よ
う
と
気
持
ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。
続
く
春
の
全
国

高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
で
も
評
価
を
い
た

だ
き
、
レ
フ
リ
ー
の
道
を
歩
む
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

選
手
と
同
じ
よ
う
に
、
レ
フ
リ
ー
も
実
力
の
世
界
で

す
。
評
価
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
が
決
ま
り

ま
す
。
初
め
て
ユ
ー
ス
の
世
界
選
手
権
に
参
加
し
た
と
き
、

そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
欧
州
主
体
の

中
で
ど
う
し
て
も
ア
ジ
ア
の
評
価
が
低
く
、
下
位
の
ゲ
ー

ム
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
１
試
合

１
試
合
で
い
か
に
評
価
を
上
げ
て
い
く
か
が
と
て
も
重
要

な
の
で
す
。
担
当
し
た
予
選
リ
ー
グ
を
審
判
長
が
た
ま

た
ま
観
戦
し
て
い
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
初
め
て
参

加
し
た
ユ
ー
ス
の
世
界
選
手
権
で
エ
イ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ル
の

ゲ
ー
ム
ま
で
起
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
、
国
際
舞
台
に
立
つ
と
、
国
内
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
収
穫
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

率
直
に
言
っ
て
、
レ
フ
リ
ー
の
仕
事
は
報
わ
れ
る
こ
と

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
負
け
た
チ
ー
ム
の
冷
た
い
視
線

を
感
じ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
選

手
や
監
督
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

と
き
は
、
最
高
の
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
冷
静
に
、
正
確

に
、
選
手
が
プ
レ
ー
に
集
中
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
、
一

緒
に
よ
い
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
の
や
り
が
い
で

す
。
体
力
や
技
量
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
研
鑽
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
選
手
と
同
じ
で
し
ょ
う
。

　

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
や
は

り
気
持
ち
が
非
常
に
高
揚
し
て
い
ま
す
。
日
本
開
催
で

す
か
ら
、
自
国
の
レ
フ
リ
ー
が
出
場
で
き
る
枠
も
必
ず
あ

り
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
し
た
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
に
出
て
、
対
等
な
立
場
で
勝
負
し
て
、
そ
こ
で
評
価

さ
れ
て
初
め
て
本
物
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
。
後
に
続
く
レ
フ
リ
ー
に
も
、
そ
ん
な
思
い
や
技
術
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

社
会
に
必
要
な
経
験
を

日
体
大
で
す
べ
て
積
む
こ
と
が
で
き
る

　

学
生
時
代
は
勉
学
や
競
技
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
生
活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
辛
い
と
思
う
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
を
も
避
け
ず

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

寮
生
活
の
規
律
や
上
下
関
係
な
ど
の
経
験
は
社
会
で

必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。
私
自
身
、
日
体
大
で
の
経
験
の

お
か
げ
で
、
逆
境
で
も
気
持
ち
を
う
ま
く
切
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
付
き
合
い
を
不
得
手

と
感
じ
る
人
も
い
ま
す
が
、
私
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

田渕  元雄（たぶち  もとお）／体育学部武道学

科、2008年卒。群馬県立富岡高等学校出身。（公

財）日本ハンドボール協会・国際審判員。日体大

卒業後、教員、日体大ハンドボール部コーチを

経て、現在ヤマト運輸（株）にセールスドライバー

として勤務。同社は日本ハンドボール協会オフィ

シャルスポンサー、ヤマトホールディングス（株）

は東京2020オリンピック・パラリンピック競技大

会オフィシャルパートナーである。中学時代にハ

ンドボールとともに柔道に取り組んだ経験もあっ

て武道学科へ。大学では東京・世田谷キャンパ

スと横浜・健志台キャンパスを毎日往復して学業

と練習に励む。思い出は一年次の海浜実習。大

遠泳を泳ぎ切り、みんなで抱き合って喜んだ達

成感は忘れられないという。

人
見
知
り
で
し
た
。
そ
れ
が
、日
体
大
で
変
わ
り
ま
し
た
。

競
技
や
大
学
生
活
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な

け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
監
督
や
上
級
生
に
自
分
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
で
窮
屈

な
環
境
に
い
る
こ
と
を
前
向
き
に
と
ら
え
て
、
自
分
の
た

め
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
活
か
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
や
り
た

い
と
い
う
強
い
思
い
で
突
き
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
し
て
い
ま
、
選
手
か
ら
レ
フ
リ
ー
と
し
て
、
自
分

の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
の
軸
を
一
つ
持
つ
こ
と

で
、
将
来
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ

う
。

　

や
は
り
日
体
大
の
ブ
ラ
ン
ド
は
大
き
な
誇
り
で
す
。
競

技
を
志
す
人
、
教
員
を
志
す
人
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る

人
す
べ
て
に
と
っ
て
憧
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

強
く
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

フ
ァ
ン
の
皆
様
と一体
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
る
と
き
が一番
の
幸
せ
。

ス
タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
る
と
不
思
議
な
高
揚
感
を
覚
え
る
。
取
材
で
訪
れ
た
際
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
ス
タ
ン
ド
も
無
人
だ
っ
た
が
、
あ
た
か
も
選
手
た
ち
や
観
衆
が
そ
こ
に
い
て
、
大
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
た
。
選
手
た
ち
の
熱

い
プ
レ
ー
、そ
の
一
挙
手
一
投
足
を
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
観
衆
。
そ
こ
に
生
ま
れ
る
一
体
感
が
気
分
を
さ
ら
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
す
る
。
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
決
し
て「
華
を
添
え
る
」だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。
そ
の
笑
顔
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

一
体
感
と
感
動
は
特
別
な
も
の
と
な
る
。「
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
に
な
り
た
い
」
と
R
E
N
A
さ
ん
は
夢
を
語
る
。

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
を
、

そ
し
て
東
北
を
熱
く
盛
り
上
げ
た
い

　

高
校
ま
で
宮
城
県
仙
台
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。「
地
元

で
働
き
た
い
」「
好
き
な
こ
と
を
活
か
し
て
地
元
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
い
ま
の
仕
事
に
携
わ
る
私

の
原
点
で
し
た
。東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス（
以

下
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
）の
チ
ア
チ
ー
ム
の
募
集
を
知
っ

た
と
き
、「
ど
う
し
て
も
入
り
た
い
」
と
強
く
思
っ
て
応

募
し
ま
し
た
。
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
3
年
目
、
夢
が

叶
い
、
フ
ァ
ン
の
皆
様
や
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る

地
元
の
方
々
と
お
会
い
で
き
る
毎
日
が
楽
し
み
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。笑
顔
と
元
気
が
私
の
一
番
の
持
ち
味
で
す
し
、

チ
ア
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
。

　

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
が
誕
生
し
て
今
年
で
15
年
。
ロ
ゴ
の

ベ
ー
ス
の
六
角
形
は
東
北
６
県
を
意
味
し
て
い
ま
す
。「
日

本
一
の
東
北
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
シ
ー
ズ
ン

も
東
北
と
全
国
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

熱
い
戦
い
を
展
開
中
で
す
。
私
は
、
楽
天
生
命
パ
ー
ク

宮
城
で
行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
ほ
ぼ
毎
試
合
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
東
北
地
方
で
行

わ
れ
る
主
催
ゲ
ー
ム
に
帯
同
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

年
は
、
福
島
、
山
形
、
岩
手
、
青
森
の
各
県
に
う
か
が

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
東
北
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
球
団
創
立

と
同
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
公
式
戦
で
の
応
援

活
動
や
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
P
R
活
動
に
加
え
て
、
地
域

に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
は
「
尊
敬
し
合
い
、
助

け
合
う
家
族
」
と
い
う
活
動
指
針
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
慰
問
な
ど
地
域
の
皆
様
と
交
流
す
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
た
り
、「
東
北
ろ
っ
け
ん
活
動
」
の

一
環
と
し
て
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
「
未
来
塾
」
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
未
来
塾
は
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ
サ
ダ
ー（
夢
の

伝
道
師
）と
し
て
東
北
各
地
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
た

り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
と
一
緒
に
東
北
6
県
の
幼
稚
園
、
保
育

園
を
訪
問
し
た
り
す
る
活
動
で
す
。
こ
の
よ
う
に
チ
ア
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私
自
身
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
ス
ク
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
ま
す
。

GO東北楽天ゴールデンイーグルス
公式チアリーダー　東北ゴールデンエンジェルス

RENA

活 躍 す る

I N T E R V I E W
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初
め
て
ス
タ
ジ
ア
ム
に
立
っ
た
と
き
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
期
待
と
と
も
に
、
体
が
震
え
る
よ
う
な
緊
張
を
覚
え

ま
し
た
。
３
万
人
も
の
フ
ァ
ン
の
皆
様
と
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
て
選
手
を
応
援
す
る
。
私
一
人
の
力
は
小
さ
い
で

す
が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
が
一
体
と
な
っ
て
、
何
万
倍
も
の
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
こ
と

が
特
別
な
シ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
実
感
し
ま

し
た
。
や
は
り
、
フ
ァ
ン
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
応
援

し
て
い
る
と
き
に
、
一
番
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
「
笑
顔
の

連
鎖
」
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
笑
顔
、

感
謝
の
気
持
ち
は
絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ス
タ
ジ
ア
ム
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
と
本
当
に
励
み
に

な
り
ま
す
。
も
し
不
本
意
な
ゲ
ー
ム
展
開
に
な
っ
た
と
し

て
も
、「
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
誠
心
誠
意
お
伝
え
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
の
目
標
は
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
皆
様
に
も
っ
と
も
っ
と
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
存
在
と
な
る
よ
う
な
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

表
現
す
る
こ
と
が
好
き

大
学
に
入
っ
て
チ
ア
に
挑
む

　

日
体
大
出
身
の
母
校
の
恩
師
の
後
押
し
も
あ
っ
て
入
学

を
決
め
ま
し
た
。
体
育
系
の
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し
、

そ
れ
な
ら
ば
、
強
く
格
好
い
い
日
体
大
に
入
り
た
い
と

思
っ
た
の
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
高
校
の
部
活
動
で

は
器
械
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
い

頃
か
ら
競
技
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
や
身
体
表
現
に
ず
っ
と
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

チ
ア
を
始
め
た
の
は
日
体
大
に
入
学
し
て
か
ら
で
す
。

テ
レ
ビ
で
チ
ア
を
取
り
上
げ
た
番
組
を
見
て
い
て
、
人
が

宙
に
舞
う
姿
を
格
好
い
い
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
し
て
、
日
体
大
で
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
に
入
部
し
ま
す
。

　

ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
し
た
か
ら
、
始
め
は
も
の
す
ご

く
不
安
で
し
た
。
日
体
大
と
言
え
ば
、
集
ま
っ
て
く
る
学

生
は
強
豪
校
の
出
身
者
ば
か
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

し
か
し
、
先
輩
や
同
期
の
方
々
に
恵
ま
れ
、
4
年
間
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
と
き
は
ひ
た
す
ら
動
き
回
っ
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。
ま
た
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
の
活
動
の
な
か
で
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
ま
す
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
今
日
の
練
習

の
出
来
や
改
善
点
を
徹
底
的
に
振
り
返
る
の
で
す
。
華

や
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
地
道
な
努
力
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

一
番
の
思
い
出
は
、
４
年
間
続
け
て
き
て
、
最
後
に
み

ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
イ
ン
カ
レ
準
優
勝
で
す
。
う
れ
し
く

て
、
そ
の
瞬
間
は
い
ま
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
正
直
、
辛

い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
や
仲
間
、

家
族
の
支
え
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
初
心
を

忘
れ
な
い
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
努
力
し
ま
し
た
。

　

チ
ア
は
言
う
ま
で
も
な
く
集
団
で
行
う
も
の
で
す
。
そ

れ
は
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
だ
け
で
な
く
、
選
手
や
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
々
、
支
え
て
く
れ
る
仲
間
や
家
族
の
す
べ

て
を
含
む
「
集
団
」
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。
繰
り
返

RENA／体育学部健康学科、2017

年卒。 宮城学院中学校高等学校

出身。大学卒業と同時に、東北楽

天ゴールデンイーグルス　公式チ

アリーダー　東北ゴールデンエン

ジェルスに採用される。明るく、ト

レーニングや楽しいことが大好きな

the体育会系女子。幼い頃から体を

動かすことが好きで、パワフルなダ

ンスやアクロバットがチアリーダー

としての持ち味。ジムでのトレーニ

ングを欠かさない。全身全霊のパ

フォーマンスで楽天イーグルス、そ

して東北を熱く盛り上げていきたい

と意気込む。

し
ま
す
が
、
一
体
感
や
つ
な
が
り
無
く
し
て
、
チ
ア
は
成

り
立
た
な
い
の
で
す
。
日
体
大
で
は
こ
の
こ
と
を
心
に
刻

み
、
い
ま
の
仕
事
で
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

部
活
動
、
学
生
生
活
を
通
じ
て
得
た

人
の
つ
な
が
り

　

日
体
大
生
の
武
器
は
「
明
る
さ
」「
元
気
」
で
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
私
も
出
会
い
や
人
の
つ
な
が
り
が
広
が
り

ま
し
た
。
宮
城
で
も
「
私
も
日
体
大
だ
よ
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
部
活
動
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
人
間
関
係
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
目
標
に

向
け
て
努
力
し
た
り
、
困
難
を
克
服
し
た
り
、
貴
重
な

勉
強
を
数
多
く
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
も
就
職
活
動
で
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
を

頻
繁
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
、
職

員
の
方
々
が
本
当
に
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
心
強

い
で
す
。

　

日
体
大
の
良
さ
は
強
く
て
頼
り
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
。

全
国
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
、
力

を
合
わ
せ
て
、地
域
を
、日
本
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。



―
―
カ
ヌ
ー
を
は
じ
め

た
き
っ
か
け
は

私
は
4
人
姉
弟
の
末
妹

で
、
長
女
が
カ
ヌ
ー
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響

で
始
め
ま
し
た
。
両
親
が
ア

ウ
ト
ド
ア
好
き
で
、
ア
ウ
ト

ド
ア
を
教
育
に
取
り
入
れ
て

い
る
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

両
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
宮
ヶ
瀬
湖（
神
奈
川
県
）で
初
め
て
カ
ヌ
ー
に

乗
っ
た
と
き
、
水
の
上
に
浮
い
て
い
る
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
、
す
ぐ

に
そ
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
姉
が
競
技
の
カ
ヌ
ー

を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私
も
競
技
カ
ヌ
ー
へ
進
む
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
そ
う
す
る
の
が
当
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
カ
ヌ
ー
の
大
会
に
出
た
の
は
小
学
校
の
と
き
で
す
。
そ
の
と

き
は
好
成
績
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
以
上
に
楽
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ヌ
ー
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
ず
っ
と
続
け
よ
う
と

決
め
ま
し
た
。
以
来
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
一
本
で
勝
負
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
カ
ヌ
ー
の
魅
力
は

カ
ヌ
ー
は
陸
上
と
は
違
い
、
低
い
目
線
か
ら
川
や
ま
わ
り
の
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
今
で
は
も
う
カ
ヌ
ー

が
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
す
。

競
技
者
と
し
て
は
う
ま
く
波
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
た
と
き
は
と
て
も
気

持
ち
が
い
い
で
す
。
ま
た
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
は
約
18
〜
25
の
ゲ
ー
ト
が

あ
り
、
下
り
な
が
ら
と
、
上
流
に
漕
ぎ
上
が
り
な
が
ら
通
過
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
と
き
、
い
か
に
近
い
コ
ー
ス
を
正
確
に
通
過
す
る
か
が
重

要
で
、
波
の
力
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
た
と
き
は
達

成
感
が
あ
り
ま
す
。
波
を
見
極
め
る
コ
ー
ス
取
り
が
カ
ヌ
ー
の
難
し
さ

で
す
が
、
そ
れ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

川
で
の
練
習
は
奥
多
摩
・
多
摩
川
の
御
岳
に
ゲ
ー
ト
が
常
設
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
父
が
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
さ
ら

に
練
習
中
に
ビ
デ
オ
も
撮
っ
て
く
れ
、
後
で
動
き
や
コ
ー
ス
取
り
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
父
は
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ

る
も
の
の
経
験
者
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
も

競
技
の
こ
と
を
自
己
で
研
究
し
、一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

整
体
師
で
も
あ
る
の
で
体
の
使
い
方
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
非
常
に
頼
り
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
い
つ
も
川
で
練
習
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
陸
上
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
重
要
で
す
。

―
―
姉
の
存
在
に
つ
い
て

姉
の
影
響
で
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
き
な
存
在
で
す
。

大
学
で
は
私
以
外
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
や
る
選
手
が
い
な
い
た
め
、
練
習
は

姉
と
相
談
し
て
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
私
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
カ
ヌ
ー

だ
け
で
な
く
、
大
学
で
の
勉
強
や
体
の
ケ
ア
、
協
力
が
得
ら
れ
る
企
業

や
ス
ポ
ン
サ
ー
の
こ
と
な
ど
、
競
技
や
生
活
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
相
談
し
て
い
ま
す
。

実
は
私
が
肩
を
ケ
ガ
し
た
と
き
、
同
じ
時
期
に
同
じ
箇
所
を
ケ
ガ
し

た
こ
と
が
あ
り
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
を
聞
き
、
非
常
に
心
強
か
っ

た
で
す
。
も
し
も
姉
が
カ
ヌ
ー
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
も
カ
ヌ
ー

に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

姉
は
考
え
て
か
ら
行
動
に
移
す
の
が
早
く
、
と
に
か
く
行
動
力
が
あ

り
、
私
は
置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
必
死
で
つ
い
て
行
っ
て
い
る
感
じ

で
す
。
間
違
い
な
く
尊
敬
で
き
る
人
物
の
一
人
で
す
。

―
―
日
体
大
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は

子
ど
も
の
頃
か
ら
警
察
官
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
知
人

競技者として全力を尽くし
さらに上を目指し波にのっていく

八木優芽
カ ヌ ー ・ ス ラ ロ ー ム
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姉の影響で始めたカヌー・スラローム
今では私が生きるうえで欠かせない存在になった。
オリンピックの舞台を目指して、
日々真摯に、そして全力で立ち向かう

が
警
察
官
を
目
指
し
て
日
体
大
に
入
っ
た
と
知
り
、
そ
の
道
を
進
む
に

は
日
体
大
が
最
適
だ
と
い
う
理
由
が
一
つ
で
す
。
就
職
に
も
有
利
だ
と

聞
い
て
い
ま
し
た
。
入
学
前
、
カ
ヌ
ー
は
大
学
ま
で
は
続
け
よ
う
と
考

え
て
い
た
の
で
、
練
習
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
も
日
体
大
に
進
学
し
た

理
由
で
す
。

入
学
し
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
器
具
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
そ
ろ
い
、
予
想
以
上
で
し
た
。

と
て
も
環
境
が
い
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
も
カ
ヌ
ー
を
続
け
、
5
年
後

の
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
そ
う
と
決
め

ま
し
た
。

私
は
カ
ヌ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
カ
ヌ
ー
部
に
は
ス
プ
リ
ン
ト

の
選
手
ば
か
り
で
す
が
、
コ
ー
チ
や
監
督
に
気
に
留
め
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
一
人
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
孤
独
感
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
東
京
大
会
よ
り
先
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て

東
京
大
会
は
助
走
期
間
と
し
て
、
私
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
5
年

後
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
た
だ
出
場
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ス

ラ
ロ
ー
ム
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
ジ
ュ
ニ
ア
の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
に
は
U
23
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も
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
そ
の
先
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

難
し
く
な
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
姉
が
最
終
選
考
に
残
っ
て
お
り
、
家
族
と

し
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
選
手
が
代
表
に
選
ば
れ
て
も
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

近
々
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
と
な
る
ス
ラ
ロ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を

下
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
漕
ぎ
に
い
く
予
定
で
す
。
実

際
に
コ
ー
ス
で
漕
い
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
す
る
の
と
、
経
験
し
な

い
で
見
る
の
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
普
通
の

観
客
の
よ
う
に
観
戦
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
競
技
者
目
線
で
見

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
別
の
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
今
は
日
々
前
に
進
む
の
み
で
す
。
競
技
者
と
し
て
真
摯

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
向
き
あ
い
、
常
に
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

八木優芽（やぎ  ゆめ）／体育学部1年　カヌー部所属。相模
女子大学付属高校出身。カヌースラロームジュニア日本代表。
リラックス法はYoutubeで音楽を聞くことと、甘いものを食べる
こと。「挫折を味わって、そこからあがってきた人の方が強い」
という言葉をもらい、今が頑張り時と心を決めてトレーニングに
取り組んでいる。姉は2020年の東京五輪で新種目となるカヌー・
スラロームの女子カナディアンシングル代表候補の八木愛莉。

 ［Next is us　日体魂の聖火リレー］
◆東妻勇輔選手からの質問に答えて

「野球はチームスポーツなので、ピンチになってもみんなで切り抜けることができますが、一人で戦
うスポーツの場合、どのように対処していますか」

カヌーは個人競技で、すべて一人でやらないといけないように見られがちですが、多くの人の支え
で成り立っています。コーチ、両親、現地のスタッフ、そして審判も30人ほどいます。そういう人た
ちに相談できるので、一人で試合をしている感覚はありません。

◆松本　航選手からの質問に答えて

「野球は2～3時間かけて戦うため、１回の試合でも集中したり、リラックスしたりできますが、何分
何秒で勝負が決まるスポーツの場合、ベストパフォーマンスを出すためにはなにを意識しています
か。またどうやってメンタルを保っていますか」

１つの試合自体は2分ほどで終わってしまいますが、予選、準決勝、決勝と上がっていくために何
本も下ることになります。その間ずっと緊張が続き、本当にリラックスできるのは何時間もあとです。今、
メンタルの面が自分でも大きな課題で、今後どう克服するかが大きなテーマでもあります。

◆次号に登場するアスリートに向けて、八木選手からエールをいただきました。

私を含めみんなが常に上を目指してトレーニングをし、そして試合に臨んでいると思います。みんな
がその強い気持を持って、そしてフェアに向き合い頑張っていきましょう。

nittaidai57 ● 14
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ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
ひ
も
と
く
④

第４回

熱 中 症 を 知 る 、 防 ぐ
昨今の異常気象の影響で、真夏日、猛暑日といった言葉をよく耳にします。

そしてこの時期に留意しておきたいのが熱中症対策です。

深刻な場合には命を脅かす危険があります。その症状や対応・対策を知っておくことは、

競技や指導、子どもに関わる日体生にとって必須です。

今回は救急医療学科准教授の中澤真弓先生に熱中症とはどのようなものか、

熱中症になったらどうすればよいか、さらに予防法などをお聞きしました。

中澤先生からのメッセージ

　5月の大型連休を過ぎるころから熱中症とい

う言葉をよく聞くようになります。総務省の統

計によると、毎年、6月から9月にかけて約5万

人が熱中症で救急搬送され、特に猛暑であっ

た昨年は9万人以上にものぼりました。もはや

熱中症は災害の一つと言えるかもしれません。

　日体大は多くのトップアスリートが活躍し真

剣勝負を続け、過酷な環境であっても無理を

してしまう恐れがあります。その結果、体を壊

してしまうのは本末転倒です。

　救急医療学科は熱中症をはじめ、スポーツ

の現場から、日常に起こる「もしも」に対応す

る研究と指導を行っています。

　熱中症は誰の身にも起こりうることなのです。

【プロフィール】 

中澤  真弓（なかざわ まゆみ） 

保健医療学部 救急医療学科 准教授

（救急救命士・防災士）

帝京平成大学大学院、政策研究大

学院大学修了。修士（健康科学・防

災政策）。東京消防庁で救急隊長や

消防学校教官を経験し、帝京平成

大学助教を経て、2018年より現職。

専門は、救急車の適正利用や救急

事故の予防など、救急システムに関

する研究。学生時代、東京ドームで

ビールの売り子のアルバイトを経

験。野球場の階段を昇降して体力

をつけたことが、救急隊員になった

時に役立ったとか。趣味は、プロ野

球観戦、スノーボードと犬（パグ）の

グッズを集めること。
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スポーツ救急をひもとく ④

熱
中
症
と
は
？　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
か
？

　

熱
中
症
と
は
、
暑
熱
環
境
に
よ
り
生
じ
る
急
性
障
害
の
こ

と
で
、
体
温
が
上
が
り
体
温
の
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、

水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
引
き
起
こ
す
様
々
な

症
状
を
言
い
ま
す
。
暑
い
環
境
で
行
動
を
す
る
と
、
身
体
に

こ
も
っ
た
熱
を
外
に
出
そ
う
と
し
て
血
管
が
広
が
り
血
圧
が

下
が
り
、
脳
へ
の
血
流
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
め
ま
い
、

立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し
び
れ
、
こ
む
ら
返
り
、
頭
痛
な
ど

が
起
こ
り
、
重
症
の
場
合
は
生
命
の
危
機
に
瀕
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
重
症
度
に
よ
っ
て
Ⅰ
度
か
ら
Ⅲ
度
の
3
つ
の
段
階

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
Ⅰ
度
は
大
量
の
発
汗
、
め
ま
い
、
立
ち

く
ら
み
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
、
現
場
で
対
応
で
き
る
軽
症
で
、

熱
痙
攣
や
熱
失
神
と
も
い
い
ま
す
。
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
の
で
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
休
む
こ
と
で
対
応
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
悪
化
す
る
と
Ⅱ
度
と
な
り
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
が
起
こ
り
、
集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。
熱
疲
労
と
も

呼
ば
れ
、
こ
う
な
る
と
医
療
機
関
で
の
受
診
が
必
要
で
、
適

切
な
水
分
補
給
や
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
悪
化
し
Ⅲ
度
に
な
る
と
意
識
に
障
害
が
起

こ
り
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
臓
器
の
機
能
障
害
を
起
こ
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。い
わ
ゆ
る
熱
射
病
で
、救
急
搬
送
し
、

病
院
で
の
集
中
治
療
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
屋
外
で
日
に
当
た
り
続
け
た
た
め
に
起
こ
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
約
4
割
が
住
居

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
道
路
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
、

駅
の
ホ
ー
ム
な
ど
、
人
の
出
入
り
が
多
い
屋
外
で
す
。

　

そ
し
て
熱
中
症
に
な
る
人
の
多
く
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
高
齢
者
は
体
内
の
水
分
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
水
分

が
体
温
を
下
げ
る
た
め
に
汗
を
か
い
て
出
て
し
ま
う
と
、
熱

中
症
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
10
代
、
20
代
の
人

は
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
仕
事
の
際
に
起
こ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　

熱
中
症
で
救
急
搬
送
が
多
い
の
は
7
月
下
旬
で
す
。
こ
れ

は
梅
雨
が
明
け
、
急
に
暑
く
な
り
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

た
め
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
梅
雨
の
合
間
の

暑
い
日
な
ど
、
本
格
的
な
夏
に
な
る
前
で
も
、
急
に
暑
く
な
っ

た
日
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
盆
な
ど
で
涼
し

い
地
域
で
過
ご
し
た
後
や
、
長
い
休
み
で
日
常
の
生
活
か
ら

離
れ
た
後
の
暑
い
日
に
も
熱
中
症
へ
の
備
え
が
大
事
で
す
。

　

熱
中
症
は
早
い
段
階
で
対
応
す
れ
ば
症
状
も
軽
く
大
事
に

な
ら
ず
、す
ぐ
回
復
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
熱
中
症
の
症
状
や
、

ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、

知
識
や
情
報
を
持
つ
こ
と
も
熱
中
症
対
策
の
一
つ
で
す
。

TOPICS①

（平成25年～平成30年合計）　搬送人員計 341,642 人 ※ 6～９月の調査集計
熱中症による救急搬送者の内訳

都道府県別熱中症搬送人員数の年次推移

(注)端数処理(四捨五入)のため、割合・構成比の合計は100%にならない場合がある。
出典：総務省消防庁「熱中症対策リーフレット」

出典：環境省「＝イベント主催者のための＝夏季のイベントにおける熱中症ガイドライン2019」

Special Contents 
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暑
い
環
境
で
行
動
し
、
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
こ
む
ら

返
り
が
起
こ
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
熱
中
症
の
初
期
症
状
の
現

れ
で
す
。
そ
の
場
合
は
涼
し
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
、
水
分
と
塩

分
が
入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
ん

で
休
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身
の
場
合
な
ら
こ
う
し
て
対
応

で
き
ま
す
が
、
ま
わ
り
で
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
ま
ず
声
を
か
け
意
識
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

か
め
て
く
だ
さ
い
。
意
識
が
あ
れ
ば
、
服
を
緩
め
、
涼
し
い
と

こ
ろ
で
休
ま
せ
、
水
分
、
塩
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
体
温

を
下
げ
る
た
め
に
脇
の
下
、
足
の
付
け
根
、
首
筋
な
ど
体
表

近
く
の
太
い
血
管
を
冷
や
す
の
が
効
果
的
で
す
。

　

水
分
を
補
給
す
る
際
、
コ
ー
ヒ
ー
や
緑
茶
、
紅
茶
な
ど
カ

フ
ェ
イ
ン
を
含
む
も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ビ
ー
ル
な
ど

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
論
外
で
す
。
利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
さ

ら
に
脱
水
症
状
を
起
こ
す
な
ど
、
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
の

受
診
が
必
要
で
す
。
水
分
を
与
え
る
場
合
、
本
人
が
飲
め
る

状
況
に
な
い
な
ら
、
無
理
に
飲
ま
せ
る
と
誤
嚥
し
た
り
、
嘔

吐
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
無
理
を
し
な
い
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
意
識
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
ど
ん
な
状
況
で
熱
中
症
に
な
っ
た
か
、
名
前
、

生
年
月
日
、
住
所
な
ど
が
わ
か
れ
ば
救
急
隊
に
伝
え
る
と
、

そ
の
後
の
処
置
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。

　

熱
中
症
は
ア
ス
リ
ー
ト
、
一
般
の
人
を
問
わ
ず
起
こ
り
得

ま
す
。
普
段
、
体
を
鍛
え
て
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
、
暑
い

環
境
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
れ
ば
熱
中

症
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
熱
中
症
予
防
策
は
ま
ず
暑
さ
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
で
す
。
普
段
の
練
習
に
併
せ
て
、
暑
く
な
る
季
節

の
は
じ
め
に
暑
熱
順
化
と
い
う
暑
さ
に
慣
れ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
取
り
入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
普
段
か
ら
適
切
な

栄
養
、
し
っ
か
り
し
た
休
養
な
ど
体
調
管
理
に
留
意
す
る
こ

と
で
す
。
競
技
会
や
試
合
な
ど
で
は
つ
い
無
理
を
し
が
ち
で
す

が
、
極
度
な
無
理
は
禁
物
で
す
。

　

一
方
、
一
般
の
人
も
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
の
際
に
は
熱
中
症

へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。
と
く
に
屋
外
で
日
光
が
直
接
当
た

る
と
こ
ろ
で
は
帽
子
や
日
傘
な
ど
で
遮
っ
た
り
、
日
陰
で
観
戦

し
た
り
す
る
な
ど
で
対
策
を
取
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
目
の

前
の
熱
戦
に
つ
い
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
？

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は

TOPICS②TOPICS③

緊急時の応急処置

傷病者の発生

チェック       2   
呼びかけに応えますか？ 救急車を呼ぶ

救急車が到着するまでの間に応急処置を始
めましょう。意識がないのに無理に水を飲
ませてはいけません

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす
氷のう等があれば、首、脇の下、太腿のつ
け根を集中的に冷やしましょう

医療機関へ
本人が倒れたときの状況を知っている人が
付き添って、発症時の状態を伝えましょう

　涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす

チェック3   
水分を自力で摂取できますか？

　水分・塩分を補給する
　大量に汗をかいている場合は、塩分の入ったスポーツドリンクや経口補水液、食塩水がよいでしょう

チェック4   
症状がよくなりましたか？

 
そのまま安静にして十分に休息をとり、回復したら帰宅しましょう

はい

はい

はい

チェック１   
熱中症を疑う症状がありますか？

（めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗・頭痛・
不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・意識障害・けいれ
ん・手足の運動障害・高体温）

はい

いいえ

いいえ

いいえ

もし、あなたのまわりの人が具合が悪くなってしまったら……。 落ち着いて、状況を確かめて対処しましょう。最初の措置が肝心です。

出典：環境省「＝イベント主催者のための＝夏季のイベ
ントにおける熱中症ガイドライン2019」
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ん
が
、
飲
み
物
を
持
ち
歩
く
な
ど
し
て
、
喉
が
渇
く
前
に
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

室
内
で
は
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
た
り
、
風
通
し
を
よ
く
し
た
り

と
暑
さ
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
が
い
る
場
合
は
、
と
く

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
の
場
合
、
今
後
指
導
者
と
な
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
の
熱
中
症
対
策
は
、
ま
ず

実
際
に
ど
ん
な
状
態
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
ど
う
い
う
対
策

を
取
れ
ば
よ
い
の
か
を
知
り
、
そ
れ
を
選
手
た
ち
に
知
ら
せ
る

こ
と
で
す
。
競
技
会
な
ど
で
い
つ
も
の
練
習
場
と
は
違
う
場
所

に
行
っ
た
際
は
、
医
務
室
の
場
所
、
近
隣
の
医
療
機
関
な
ど

の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
誰
が
何
を
行
う
か
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
作
っ
て
お
く
と
さ
ら
に
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

指
導
者
は
選
手
た
ち
を
日
々
見
て
い
る
は
ず
で
す
。
一
人
ひ

と
り
の
体
調
な
ど
も
理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
選
手

は
調
子
が
す
ぐ
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
無
理
を
さ
せ
な
い
こ
と
も

大
切
で
す
。
指
導
の
際
に
休
憩
を
取
る
、
水
分
を
補
給
さ
せ

る
な
ど
、
熱
中
症
対
策
で
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理
は
指
導
者

の
責
任
で
も
あ
る
の
で
す
。　

大
会
の
主
催
者
の
立
場
に
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
主
催

者
と
し
て
一
度
目
を
通
し
て
お
く

べ
き
も
の
が
環
境
省
が
発
行
し
て

い
る
「
＝
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
の
た

め
の
＝
夏
季
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2
0
1
9
」
で
す
。
こ
こ
に
は
気
温
と
湿
度
に
基
づ
い
た
指
標

の
「
暑
さ
指
数
」（
※
1
：
W
B
G
T
）、
そ
の
指
標
の
数
値
に
対

す
る
注
意
事
項
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標
は
夏
に
運

動
競
技
会
を
行
う
際
の
熱
中
症
予
防
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

夏
季
に
は
全
国
8
4
0
の
地
点
の
暑
さ
指
数
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
数
値
や
、
予
測
値
な
ど
が
「
環
境
省
熱
中
症
予
防
情

報
サ
イ
ト
」
に
も
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
参
考
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

暑
さ
指
数
が
高
い（
31
℃
以
上
）場
合
、
運
動
は
原
則
禁
止

と
な
っ
て
お
り
、
大
会
を
行
う
と
危
険
と
不
安
を
感
じ
た
ら
、

思
い
切
っ
て
中
止
に
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
暑
さ
指
数
が
高
く
な
く
て
も
、
暑
い
日
の
大
会
で

は
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ツ
ク
を
受
け
た
人
の
み
参
加
を
認
め
る
、

給
水
体
制
を
整
え
る
な
ど
の
ほ
か
、
救
護
班
を
組
み
、
緊
急

時
に
は
す
ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

　

大
き
な
大
会
で
熱
中
症
の
人
が
多
発
す
る
と
、
そ
の
対
応

に
は
大
変
な
労
力
が
伴
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対
応
の
た

め
に
多
く
の
救
急
車
が
必
要
と
な
り
、
他
で
緊
急
事
態
が
起

き
た
場
合
、
救
急
車
が
不
足
し
、
遠
く
の
救
急
車
を
要
請
し

な
く
は
な
ら
な
い
事
態
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

し
っ
か
り
し
た
対
策
や
予
防
は
、
熱
中
症
の
人
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
救
急
患
者
も
救
え
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

熱
中
症
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
＝W

BGT

：W
et Bulb Global Tem

perature

（
湿
球
黒
球
温
度
）

救
急
医
療
学
科
の
学
生
は
地
域
の
大
会
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
前
に
熱
中
症

と
は
何
か
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
上
で
熱
中
症
の
人

に
対
し
て
何
を
す
べ
き
か
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
が
何
ら
か
の
理
由
で
倒
れ
た
と
き
に
、
熱
中
症
を
含

め
、
ど
ん
な
対
処
を
す
る
か
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
「
も
し
も
」
の
場
面
に
備

え
る
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。

暑
い
季
節
は
飲
み
物
を
入
れ
た
水
筒
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
塩
分

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
運
ぶ
な
ど
、
個
人
で
準
備
で
き
る
も
の

は
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
水
分
や
塩
分
の
補
給
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
タ
オ
ル

な
ど
を
水
で
濡
ら
し
首
の
後
ろ
を
冷
や
す
だ
け
で
も
体
を
冷
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
暑
い
場
所
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た

ら
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
で
す
。
一
人
が
我
慢
し
続
け
、
誰
か

が
熱
中
症
に
な
る
と
集
団
心
理
も
あ
っ
て
、
次
々
と
熱
中
症
の

症
状
を
訴
え
は
じ
め
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
集
団
災
害
的
な
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
も
準
備
は
大
切
で
す
。

災
害
時
な
ど
、
避
難
場
所
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
、
気
を
つ
け
る
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

救
急
医
療
学
科
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
か
。。

Q2 Q1A1A2

スポーツ救急をひもとく ④Special Contents 
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新 採 用 教 員 紹 介

常に前向きに
チャレンジを

保健医療学部 救急医療学科　准教授

（やまだ  まりな）
山田　真吏奈 

研究テーマ：本学の教育現場の中で、学生が必要とする題材を研究テーマとして、本学の更なる発
展に寄与できるよう研究を進めたいと考えています。
学生時代を振り返って：それまでは親の価値観に縛られて生きていましたが、大学時代に世阿弥の「風
姿花伝」を読み、感銘を受けました。その読書を通じて、人は時間や若さを失いながら、同時に自
分だけの成長を得ていくという考えに触れることができました。それによって様々な価値観を受け入
れる事ができるようになり、前向きにチャレンジしつづける精神を獲得できたと思っています。
趣味：ホーストレッキング。休日は鳥のさえずりや草木の香り、家族との時間を楽しんでいます。
座右の銘：Where there is a will, there is a way
日体生へのメッセージ：努力することで道は開かれます。家族、友人等、周りの人への感謝の気持
ちを忘れずに、楽しみながら努力を継続していきましょう。皆さんの夢を実現するお手伝いをさせて
ください。

【主な経歴】愛知県出身／昭和女子大学家政学部生活美学科 卒業／慶應義塾大学大学院医学研究科生
理系 修了／博士（医学）／慶應義塾大学医学部解剖学教室 特別研究助教／Harvard Medical School, 
Massachusetts General Hospital, 研究者／日本医科大学医学部千葉北総病院救命救急センター 講師

種　目 学　年 氏　名 出場区分

陸上競技

卒 業 生 大 後 　 栄 治 コーチ
4 年 湯淺　佳那子 選手
4 年 広 沢 　 真 愛 選手
3 年 福 田 　 真 衣 選手

競泳
卒 業 生 塚 田 　 陽 一 コーチ
4 年 寺 田 　 拓 未 選手

飛込

卒 業 生 増 岡 　 啓 彰 コーチ
卒 業 生 長谷川　英治 選手
卒 業 生 荒 木 　 宥 図 選手
1 年 若林　佑希子 選手

水球（男子）

専 門 職 中 嶋 　 崇 光 監督
4 年 西 村 　 永 遠 選手
4 年 伊 達 　 清 武 選手
4 年 小 林 　 健 太 選手
3 年 相 澤 　 涼 介 選手
3 年 水 谷 　 瞬 也 選手
2 年 鈴 木 　 透 生 選手
1 年 宮 澤 　 拓 夢 選手

水球（女子）

卒 業 生 羽 角 　 萌 香 選手
1 年 西 山 　 風 花 選手
1 年 川田代　悠花 選手
1 年 工 藤 　 恭 子 選手

サッカー（女子）

卒 業 生 田代　久美子 コーチ
4 年 奥 津 　 礼 菜 選手
4 年 今井　裕里奈 選手
3 年 福 田 　 ま い 選手
3 年 茨木　美都葉 選手
2 年 関 口 　 真 衣 選手

テニス 卒 業 生 宮地　弘太郎 監督
バレーボール（男子） 卒 業 生 高 梨 　 健 太 選手

バレーボール（女子）

教 員 根 本 　 研 監督
専 門 職 山 木 　 俊 彦 トレーナー
卒 業 生 小 亦 　 美 紀 技術スタッフ
4 年 池 谷 　 優 佳 選手

体操競技（女子） 卒 業 生 岡 崎 　 美 穂 監督
バスケットボール（女子） 教 員 木 下 　 佳 子 コーチ
フェンシング 3 年 東 　 莉 央 選手
ラグビー（男子） 卒 業 生 伊津野　立一 トレーナー

ラグビー（女子）
4 年 堤 　 ほ の 花 選手
2 年 平 野 　 優 芽 選手
1 年 永 田 　 花 菜 選手

アーチェリー
卒 業 生 樋 口 　 彰 紀 コーチ
3 年 石 井 　 佑 太 選手
1 年 戸 松 　 大 輔 選手

2019年7月3日～14日にイタリアのナポリにて第30回ユニバーシ

アード競技大会が開催されました。

実施15競技に参加する日本代表選手団は、選手279名（男子

139名、女子140名）、監督・コーチ等84名、アディショナルオフィ

シャル53名の合計417名で、本学関係者からは監督4名、コー

チ6名、トレーナー2名、技術スタッフ1名、選手31名（卒業生4名、

在学生27名）、計44名が参加いたしました。（本学広報課調べ・

6/28更新）

◆ユニバーシアードとは

国際大学スポーツ連盟が主催する学生を対象にした国際総合

競技大会で、別名“学生のオリンピック”ともいわれています。2

年ごとに夏季・冬季と開催され、奇数年に開催されています。

第30回ユニバーシアード競技大会
日本代表選手団参加予定競技

 陸上競技、水泳（競泳、飛込、水球）、サッカー、テニス、バレー

ボール、体操（体操競技、新体操）、バスケットボール、セーリ

ング、卓球、フェンシング、射撃（ライフル射撃、クレー射撃）、

ラグビーフットボール、アーチェリー、テコンドー

第30回
ユニバーシアード競技大会に
本学の関係者が多数参加！

◇出場者リスト（敬称略）

n e w s ＆ t o p i c s


